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ちっご川・夏 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

今月のスケッチは「ちっご

川・夏」です。 

「通信」７月号でご案内して

いました第３５回記念日洋展・

福岡に、忙しい中、お出かけい

ただきありがとうございました。 

今月のスケッチは、この日洋

展に応募した「ちっご川・春」

に続く、作品として仕上げたい

と考えています。 

今回の日洋展・福岡は、８月 

３日から９日までの予定で開催

されていましたが、福岡県では

すでに「まん延防止等重点措置」

が適用され、新たに８日から、

熊本県を含む８県が追加される

なかで、最終日の８月９日は、

美術館そのものが休業となり、

日洋展も急遽、会期が短縮され

てしまいました。 

当日お出かけいただいた皆様

には、休館をお知らせすること

ができず、大変ご迷惑をおかけ

いたしました 

すみませんでした。 
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脱炭素社会を目指す

取り組みは急務 
 

異常気象による大雨による河

川の氾濫や土砂崩れによる被害

が、毎年繰り返されている。 

１１日から降り始めた九州地

方の雨は、１２日には大雨特別

警報が発出される事態となった。 

１４日昼頃から我が家の前の

道路は、近くの水路からあふれ

出した水で覆われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気象庁の研究では、「人間活動

からの温室効果ガス排出が降水

量を６～７％押し上げた」とい

う定量評価をしている。 

国際的に、２０５０年に二酸

化炭素実質排出量ゼロに取り組

みが進められており、日本でも、

２０２１年３月時点で、３００

を超える地方公共団体が表明し

ている。 

こうした取り組みをいっそう

強力に進めることが求められて

いる。 
 

============================ 
 

シューカツセミナー 
コロナ禍でも真剣に 

 

 

 

 

 

 

 

就活中の学生の皆さんを支援

する「シューカツセミナー」を

開催しました。 

このセミナーは、“新型コロナ

感染症”の広がりの中で、２度

延期した後の開催でした。 

会場には、アクリル板を設置

し、参加者の皆さんには、手指

の消毒とフェースシールド、マ

ウスシールドを着用していただ

くという状況で開催しました。 

セミナーは、コロナ禍の中で、

様変わりしている就活の状況に

ついて共有し、個別面接やグル

ープワーク面接のロールプレイ

ングをおこないました。 

セミナー終了後には、人事採

用コンサルタントのメンバーの

皆さんと、採用サポートの方法

や評価項目と評価基準とについ

て意見交換を行いました。 
============================ 
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今月のスケッチ 
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ア オ ラ レ 

 

 

 
 

 

監督：デリック・ボルテ 

出演：ラッセル・クロウ 

カレン・ピストリアス 

ガブリエル・ベイトマン 

2020年 米：KADOKAWA 
 

全ドライバーの８３.１％が

経験しているといわれるあおり

運転（日本アンガーマネジメン

ト協会調べ）を題材にした作品。 

寝坊した美容師のレイチェル

は、息子を学校に送りながら仕

事に向かう途中で大渋滞に巻き

込まれる。 

いら立つ彼女は、青信号でも

発車しない前方の車にクラクシ

ョンを鳴らし、そこからあおり

運転がエスカレートして行くの

だが、助けようとした男、弁護

士、弟の彼女、通りがかりの人、

そして警察官までがとばっちり

で巻き込まれていく。 

執拗に追い詰め狂気的なドラ

イバーの男をラッセル・クロウ

が恐怖感たっぷりに怪演。 

ハラハラドキドキのノンスト 

ップ・アクションスリラー。 

果たして結末は如何に…。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黙ってはおられない 
感染爆発は自己責任か 
月刊だが、あえて記事にする。 

８月１３日、新型コロナウイ

ルス感染者が全国で１日２万人

超え、福岡県でも１日１０００

人を超え感染爆発が起きている。 

東京などに続いて、福岡県な

ども１６日から緊急事態宣言の

対象となっている。 

報道によれば、１１日の厚労

省コロナ対策専門家会議が「災

害時の状況に近い局面」「危機的

状況」と発表し、１２日の東京

都モニタリング会議は、感染拡

大「制御不能」「災害時と同様に、

自分の身は自分で守る」と主張

していると伝えている。 

「災害時と同様」との主張に

は、もう黙ってはいられない。 

これは、「災害時」というが、

「重大な人災」だ。 

「安心安全」だけを声高に繰

り返し、五輪を強行して人流抑

制に失敗し、感染拡大で国民の

命を不安にさらした責任には口 

を拭っている。 

そして「災害時には自分の命

は自分で守れ」と「自己責任論」 

で責任転嫁をおこなう。 

休業を余儀なくされている居

酒屋の関係者からは「いつまで

国民を馬鹿にする気か」と国民

にだけ自粛を求める政府への批

判が寄せられ、「こんな姿勢の政

府にはもう任せてはおれない。」

との声が寄せられた。 

全く同感。１０月までには必

ず総選挙が実施される 

主権者である国民が、この国

の進路を決定できる絶好の機会

となる。 

まさに、国民の意思をはっき

りと示す時が来ている。 
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人類史上

初めて核兵

器を違法な

ものと定め

た核兵器禁

止条約が今 

年１月に発効した。 

この条約は７月３１日現在、

５５カ国が批准している。 

今年、６日の広島と９日の長

崎の平和式典において、両市長

は、日本政府に対してこの条約

への参加を求めた。 

しかし、唯一の被爆国日本の

政府は批准に背を向けている。 

 

映画大好きの山

ちゃんが、毎回、

自分の言葉で執

筆します。 

 

 

くまさんの 

コンサル日誌 
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